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一般社団法人輝水会 令和６年度第４回通常理事会議事録 

  日 時：令和６年１１月２日（土曜日） 

  時 間：10：００より開催 

  場 所：東京都世田谷区奥沢８－１０－３０ 

      本部事務所エレメンタルスタジオ内 

開催方法      Web による開催 

出席（参加）理事  手塚由美（本部事業所）、齋藤幸夫（自宅）、木畑実麻（自宅） 

出席 (参加) 監事          山中章江（自宅） 

議事録作成者    手塚由美 

 

 定刻、議長手塚由美は理事会の開催を宣し、以下の議事に入った。 

 

【決議事項】 

 第１号議案 個人正会員入会希望の件 

  議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。以下２名の個人正会員入会希望

について全員異議なくこれを承認可決した。 

 

松本 浩一 氏  白須 法男 氏   

 

第２号議案 今後のアビリティエクササイズ®研修会日程の件 

  議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。今後 2 か月に 1 回の開催を目

指し、以下の日程でアビリティエクササイズ®の研修会を開催することを承認可決した。 

 

次回研修会の予定（子育てステーション梅丘、プール・会議室予約済み） 

登録団体名：輝水会アカデミー 

◆第 2 回：令和 6 年 11 月 16 日（土）12：45～16：45（13:00～プール・14：40～座学） 

◆第 3 回：令和 7 年１月 25 日（土） 同上  

※12 月 28 日（土）は横浜都筑プールで行っている交通事故被害者３名と家族のその後の

プールでの活動の様子を動画などの撮影を用い記録したいため、貸し切り利用を検討する

こととした。 

 

【協議事項】 

１． 第 4 回 Sports in Life アワード申請の件 

  議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。全員で審議し今年度の申請を本
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プールの取り組み（年間 250 名）とともに、レジリエンス・スポーツ教室の後の自主化

した取り組み（令和５年度 2098 名）を総合し１１月末日までに申請することとした。

齋藤理事より、本申請は自賠責運用益拠出事業助成との相反はないかとの質問に対し、

議長より一部助成を用いることを明記するため、損保への報告としても有益であるとの

説明があった。 

 

２． 日本リハビリテーションスポーツ学会活動助成申請の件 

  議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。全員で審議のもと 11 月 20 日締

め切りで、上記学会の活動助成（20 万円）ついて今期社会福祉協議会と共同で行う、レ

ジリエンス・スポーツ教室®の開催から自主化に向けた取り組み（一例：まもりやまテ

ラスの取り組み）の内容を申請することとした。 

 

【報告事項】 

１． 理事業務委託契約に伴う報告の件（木畑理事・別紙参照） 

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。木畑理事より 9 月、10 月の理事業

務委託契約に伴う業務について報告があった。 

 

２． アビリティエクササイズ®研修会開催の件 

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入り、9 月 2９日（日）13:00～14：45 子育

てステーション梅丘のプールと会議室において、アビリティエクササイズ®研修会の開催

について報告があった。 

 

３．令和 7 年度からの日本損害保険協会自賠責助成の件 

議長より別添え付属資料を示しながら説明に入り、次年度の損保の自賠責運用益拠出事

業について報告があった。 

 

３． 島根県高次脳機能障害研修会開催 100 回記念研修会の件 

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入り、10 月 19 日の出雲における島根県高

次脳機能障害研修会の開催 100 回記念の Zoom を用いた登壇について議長より報告があっ

た。 

 

４． 第４回出雲におけるアビリティエクササイズⓇ座学講習会・プール体験会の件 

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入り報告があった。 

会計報告について齋藤理事より本取り組みの予算は自賠責の助成から捻出しているかの確

認があった。 
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５． 日本リハビリテーションスポーツ学会合同学会の件 

議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。11 月 3 日、障害者スポーツ文化セ

ンターラポール上大岡 における「日本障がい者体育・スポーツ研究会 日本リハビリテー

ションスポーツ学会（以下リハスポ学会）合同大会」について報告があった。 

 

６． 第１６回せたがや福祉区民学会の件  

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。11 月 9 日（土）日本女子体育大学

における開催に先立ち、世田谷区池尻社会福祉協議会と協働で毎月定期的に 4 者連携のも

とボッチャ活動を行っている経緯と内容について、池尻社協の稲森氏と木畑理事が発表を

行う旨の報告があった。 

 

７． 東京ホームタウンプロジェクト「地域のトビラ」ブース開設と登壇の件  

議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。2024 年 12 月 7 日（土）13:00～

17:30「経験や得意を活かして活躍する」（15:20～15:50）の中で当法人の取り組みを数分

間の紹介とともにブースを開設するとの報告があった。 

 

８． 九品仏社協と障害者施設における連携強化のためのレジリエンス・スポーツ®提供の

件  

議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。九品仏社協の職員と、本部事業所

近隣の奥沢福祉苑、九品仏実習所等、福祉施設所長の意向でスポーツを通じ福祉施設間と

地域を繋ぐための方策を協議する会合に協力するため 11 月 7 日に会合が開かれるとの報

告があった。 

 

１０．区西南部リハビリテーション研修会の件  

 議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。昨年に引き続き、11 月２０日（水）

の開催の、世田谷区西南部リハビリテーション研修会において、ICF の「活動と参加」に

ついて、世田谷区社会福祉協議会の金安次長、ふくろうクリニック自由が丘の山口医院長

とともに登壇しするとの報告があった。      

  

【追加の報告事項】 

１１．世田谷区社会福祉協議会との協働で行うレジリエンス・スポーツ®教室体験会の件 

議長より別添え付属資料を示しながら説明に入った。候補会場の「まもりやまテラス」

において。１１月２１日（木）１３:００～誰もが参加できるボッチャ交流体験会を開催す

るとの報告があった。当日は齋藤理事、木畑理事供が参加する。今後の教室の開催につな

がるようまもりやまテラスの手嶌所長と協議したいとの報告があった。 

 以上 
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 以上をもって、本日の議事を１０時５５分終了し、本日の Web 会議システムを併用し

た理事会は終始異常なく議題の審議を終了した。 

 上記議事の経過及び結果を明かすためにこの議事録を作成し、出席理事・監事は記名捺

印する。 

 

令和６年１１月２日 

 

          一般社団法人輝水会 

          議長・理事長  手塚 由美  法人印 

                   

             理事   齋藤 幸夫   ㊞ 

              

             理事   木畑 実麻   ㊞ 

 

             監事   山中 章江   ㊞   


